
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 校 名 等 関市立緑ヶ丘中学校区小中学校（緑ヶ丘中、安桜小、瀬尻小、倉知小） 

実 施 日 時 令和３年１０月１５日（金）～１０月１８日（月） 

会 場 各家庭 

参 加 人 数 ５０２件（動画アクセス数） 

学習課題（分野） 動画配信による中学校区合同講演会（命の大切さ・家族の大切さ） 

運営者の願い 

・校区の親子（家族）に「地域の一員」として防災について考えてほ 
しい。 
・動画の配信を活用し、都合の良い場所や時間にコロナ禍でも安心
して講話を聞いてほしい。 

学 習 の 内 容 

テーマ：自然災害への備え ～地震、大雨、雷～ 

講 師：岐阜大学地域減災研究センター  清流の国ぎふ 防災・減災センター 

      村岡 治道 特任准教授 

＜中学校区が合同で家庭教育学級を実施する良さ＞ 

・ 校区の小中が連携することで、親子が地域の一員としての自覚をもつことができる。 

・ 複数の学校が協力して実施することで、PTA役員や担当職員がそれぞれの持ち味 

や良さを生かして活動を展開することができる。 

・ 講師謝金の予算を複数校が持ち寄ることにより、講師選択の幅が広がる。 

＜取組の流れ＞ 

① 事前に保護者にアンケートを取り、保護者が知りたい内容を講話に盛り込んで頂く 

よう講師に依頼。 

② 講演を録画し、見やすいように３本の動画に分けて編集。 

③ パソコンやスマートフォンでの視聴だけでなく、子どもたちが学校で使っているタブ 

レットでも視聴できるよう、タブレットを持ち帰る週末に合わせて動画を配信。 

④ 動画を見終わったら、保護者はそのままオンラインでアンケートに回答。 

⑤ 配信期間終了後、アンケート結果や感想をまとめ、通信にして配付。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜講演の内容＞  

 

 

 

＜保護者の感想から＞  

・ 家族での話し合い、地域とのつながりがとても大事だと思いました。今回この講座を 

受けることができ、とても良かったです。 

・ 分かりやすく、防災について考えて子どもに話すきっかけができました。自宅で見るこ 

とができたのも良かったです。 

・ 災害、地震などでどうすればいいかと心配していたことについても分かりやすくお話 

が聞けたので、これを機に家族と話し合い、見直しをしていきたいと思いました。 

コロナ禍でも安心して   

参加できるように 

・講演を録画し、期間を決 

めて動画配信することで、 

感染拡大の心配をするこ 

となく講演を視聴できた。 

講演会型（中学校） 

ICTの活用 

・Web のアンケート作成ツ

ールを活用することによ

り、保護者が講演を視聴し

た後、そのままオンライン

でアンケートに答えていた

だけるようにした。また、ツ

ールの活用により、アンケ

ートの集計を効率的に行

うことができた。 

 

別紙様式１ 

講演録画の様子 

保護者への案内 

防災の基本／水害・土砂災害／登下校時の想定外／連絡・安否確認／ 

避難生活／自助・共助・公助／雷 

 

より多くの人に 

参加して頂けるように 

・保護者が都合のよい場所 

や時間に講演を視聴でき 

るよう、週末から週明けの 

４日間、動画配信を行っ 

た。 

・学校で使用しているタブレ 

ットを持ち帰る期間に合わ 

せて動画を配信することに 

より、パソコンやスマートフ 

ォンだけでなく、子どもたち 

が普段使っているタブレッ 

トを使っても講演を視聴で 

きるようにした。 


